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【町長】 

 

通告順 ４ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
沼田町版再生エネルギー利用の取り組みは 

質問 

内容 

 

2050 年のカーボンニュートラル実現を目指して、沼田町でもゼロカー

ボンシティー宣言が提案された。このことは、沼田町が進めてきた環境に

優しいエネルギー利活用への取り組みが一歩前進することとして歓迎で

きる。しかし、この宣言を現実的なものとするためには具体的にどのよう

な取り組みを行っていくのか、当面 2030 年までの削減の数値目標も含め

て方策を議論する必要があると考える。 

 まず、これまで沼田町が主体的に取り組んできた雪冷熱の利用につい

て、現状は一部の公共施設と米の低温貯蔵施設で活用されている。今後の

発展として食糧備蓄基地としての低温倉庫も構想されているが、新たな施

設は総量として温室効果ガスの排出削減には寄与しない。既存の冷房設備

からの置きかえ構想はあるのか。 

 再生可能エネルギーの標準として、太陽光発電施設の設置が沼田町でも

今後増えることが予想される。しかし、乱開発による土砂災害の発生例な

どもある。今後の開発に向けてのガイドライン作成や、大規模な開発計画

が持ち上がった場合に住民としっかりした合意形成を行うのか。 

 カーボンニュートラル実現のためには温室効果ガス排出削減と同時に

吸収のための森林の活性化がとりわけ町の大部分が森林である沼田町に

とっては重要になる。間伐によって生じる資源から作られる木質ペレット

を燃料として使用する取り組みも広がっている。バイオマス燃料使用への

切り替えと同時に、ペレット生産のための産業と雇用の創出も期待できる

地産地消型のエネルギー活用をどのように考えるか。  

  

 



木質バイオマスのエネルギー利用

種類 燃料形態 特　　徴 加工度

在来型 薪
在来的な燃焼方式で、不完全燃焼と熱の

ロスが大きいため効率が低い
低

改良型
木質チップ

木質ペレット

固形燃料の直接燃焼ではあるが、連続投

入により、高い熱効率と低エミッション

が達成できる

中

転換型
ガス化

液化
発電や輸送用液体燃料などの生産が可能 高
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一般社団法人 日本木質ペレット協会のサイトより 
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【町長・教育長】 

 

通告順 ５ 
質問 

議員 
篠原議員 

質問 

項目 
町民間にコロナによる分断や差別を起こさないためには 

質問 

内容 

 

新型コロナウイルス感染症の拡大はいまだに終息が見えない状況にある

が、折しも本日９月１６日をもって沼田町では対象となる１２歳以上のワク

チンの接種が終了するということで、担当された各位の努力に敬意を表した

い。 

一方で現在主流となっているデルタ株と呼ばれる変異種は、従来のものよ

りも感染力が強いとされ、今後もまだまだ気が抜けない日々が予想される。

都市部とここ沼田町では感染状況の違いはあるが、最近の傾向として若年層

の感染が増えているというのも懸念材料になっている。 

そのような状況下で、接種を受けたか受けないかによって町民の中に分断

や差別が発生しないかという問題が心配される。特に児童生徒についてはこ

れが新たないじめの原因となることは避けなければならない。 

そこで以下の点について町長と教育長の見解を問う。 

まず町長には児童生徒を含めた最終的な接種率見込みと、接種を受けなか

った町民を含め、接種が終了した町民に向けて今後どのような対応するのか

を聞きたい。 

児童生徒に関しては特に心のケアが大切だと考えるが、どのような内容・

方法で行うのか教育長に聞きたい。とりわけ接種していない児童生徒がいる

かもしれないというだけで、子どもたちの間に疑心暗鬼が生じてしまう怖れ

もあるので、差別やいじめを防止するためにどのような指導を行うのか聞き

たい。 
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名寄市公式サイトより 
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令和３年 第３回沼田町議会定例会 一般質問要旨 

 

【町長・教育長】 

 

通告順 １ 
質問 

議員 
伊藤議員 

質問 

項目 
学校にエアコンの設置を 

質問 

内容 

  

今年の夏は異常ともいえる猛暑となり、近年は気候変動からくるものな

のか過酷な暑さが続く中、文部科学省は学校における熱中症対策ガイドラ

イン作成の手引きを公開し、教育委員会に作成・改定するよう求めていま

す。 

北海道の公立学校でのエアコン設置率は低いですが、連続での真夏日を

超える状況では児童・生徒が集中して授業に取り組める環境は重要と考え

ます。 

また、小学校は指定避難所でもあり、災害時は避難者への熱中症対策と

しての配慮も必要と考えます。 

コロナ禍での授業や避難所生活で、マスクをつけての集団活動は過酷で

あり、困難を伴うものと考え質問をいたします。 

 

（教育長） 

１.小・中学校の室温の状況と暑さ対策の取組について 

２.エアコン設置の必要性についての教育委員会の考えは 

３.職員室への設置は教職員の働く環境の改善に有効と考えるがいかが 

  か 

 

（町長） 

１. 学童保育所は換気のため裏の通用口を開放しているが、安全面から 

  もエアコンの必要性があると考えるがどうか 

２. 今年のような酷暑の中、災害が発生し、小学校の避難所が開設され 

た場合、現在の雪冷房だけで対応できるのか 

３. 指定避難所である小学校には大型発電機は設置されていないが、ブ 

 ラックアウト時の電源確保として太陽光発電を選択できないか 

４. 文部科学省の令和４年度概算要求に示される公立学校の整備事業 

を活用して空調設備の設置は出来ないか。 



 


